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1トン試験熔鉱炉の建設について

1．　ま　え　が　き

金　　森　　研　　究　　室

　粗悪製鉄原料の処理を目的とした湯溜り吹精法は，キ

ュポラによる基礎研究からはじまり，八幡製鉄所，戸畑

の3トソ試験熔鉱炉による実験，さらに当所の高周波誘

導電気炉（150kW，1000サイクル）による恒温度吹精

実験へと6年の歩みをつづけて，その結果，1トソ試験

熔鉱炉の建設が日程にのぼることとなったのである．

　この間，湯溜り吹精法は初期の高塩基性薄による脱硫

から発展し，湯溜り熔鉄への脱硫剤や添加剤の直接吹込

みによる熔銑成分のコyトV一ルの方向を打ちだし，さ

らに熔銑の強制冷却による低温酸化によって，いままで

熔鉱炉内では不可能とされていた脱クvムの可能性を実

験的に証明した．

　こうして，湯溜り吹精法の工業化の努力は着実な発展

を続けているのであり，そ／、て当面の研究は，脱クロム

の作業化と吹精による炉底荒れ防rヒの問題にしぼられて

きている．しかし，これらの研究をおこなうためには小

型熔鉱炉でやる必要があるが，その理由としては次の点

があげられる．

　（a）キュポラや既設の電気炉では熔鉱炉の湯溜りの

ような強還元性の雰囲気は得られず，このような条件の

もとで吹精試験をおこなう必要がある・

　（b）湯溜り吹精によって羽口から上におよぼす影響

をしらべる必要がある．

　（C）　直接，生産にひびく大型熔鉱炉で十分な実験を

おこなうことは実際上困難であること・

　現在，日本には八幡製鉄所で3トソ試験熔鉱炉を操i業

しているが，熔銑温度は大型炉のそれにくらべて低く，

2－3時間で出銑しているし，　これより小さい熔鉱炉で

は保熱に十分な対策がないかぎり操業はむずかしくな

り，3トy位が試験熔鉱炉として限度であろう・しかし，

この3トソ熔鉱炉で普通操業をおこなうのでさえも約

50人の操業人員と莫大な建設費，操業費を必要とし，現

在，これを大学にもつことはまず不可能である．

　したがって，これらの費用が割合に少なくてすむ3ト

y以下の李型炉で普通操業の条件をつかむことができ，

かつ，湯溜りを深くして吹精試験を可能にするために，

既設の高周波発電設備を利用して，積極的に保温できる

見通しを得て，ここに新しい企画をもつた1トy試験熔

鉱炉の建設が実現したのである．

2．設備　概要

製鉄工場で操業する場合とは異なり，研究室では操業

の経験が浅いうえにごく少数の入員で操業しなければな

らない条件がある・したがって設備を自動化して労力を

軽減したいのであるが，機器や構造物の多くは高温にさ

らされ，故障が多くなると考えて，このたびは熔鉱炉の

操業に必要な最低限度の設備とし，操業の回数をかさね

たうえで自動化も含めて設備を充実させる力針とした．

　この熔鉱炉の設備は全体としては従来の炉とほとんど

同じにみえるが，熔鉱炉本体および炉まわりには，、吹精

設備と高周波加熱の特殊な設備がほどこされている．i設

備を次のように大別し第1図s・・x・び写真「にそ縫体

図を示してある．

（i）熔鉱炉

（ii）　原料破砕飾分設備

（iii）　原料捲揚装入設備

（iv）送風設備

（v）

（vi）

（vii）

（viii）

熱風炉

吹精設備

高周波誘導加熱設備

計器

操業は1日24時間を3交替でおこない，原料捲瘍装

入掛2名，計器掛1名，炉前掛4名の計7名「とし，麦替

番だけで2・名となる・このほ猷精試験を昼離噛

こなうとして3名おき，分析は5名で，最低30名あれ

ば1カ月の操業は可能である・

　各設備の配置にあたっては，まず既設の建屋を利用レ

てその中に熔鉱炉を設置しその他の設備セ聡鉱炉観

っとも監視しやすいように配置した・この既設り建屋は

熔鉱炉耀謙予定していなか次ρで雌鋳棚粥
設備を炉のまわりに自由に配置できず，煩雑になってい

る．この設備のなかで高周波誘導加熱の利用は世界最

初の試みであり，熔鉱炉の操業状況によって制御を要す

るため，高周波発電気盤と計器室と熔鉱炉は連絡，Lやす

いように近っけておいた．また，熱風炉も熱風管からの

継失砂なびる崩に遍嬢醗し援魂麟はそ
の下部附近に装入原料fr－一時貯蔵でき為則うな位置とし

た．装入原料の秤量は正確におこなわねばならないので

相当の労力を必要とし，人員の節約の意昧から捲揚運転

者が援助にあたるよ寒した・eのためと炉即解よ

る危険をさけるために捲揚運転室はt也上に設嘩源料

破砕飾分設備は第1，第2原料置場の中間におき，リフ

トカーで運搬しゃすくした．
　　　　　　　　　　　　へ　　　　　1　t　　　／t　　　コ　　－’t

（i）熔鉱炉炉の能力を1…！d・yζ塵第姻
にそのプワ・ノ・を示してあるが済部耐群噸鐸

、り灘以躯経脚勺に定められれ・砿型炉の寸法励

翻に癖砺に晒爆撫内｝耀榊
範囲を示引、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　　lr
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1熔鉱炉本体
2．高周波コイル
．1普通羽口

4．吹精用羽口
5．羽口冷却用給俳

水管
s　炉頂！臣物

7．アソプ戸一ク　　14、黙風管

8．ブリーダー　　　15．環状管

9，ダウンカンマー　16．重油タンケ
10．水封擢　　　　　17．ギヤーボンプ

1L送風機　　　　　18．重’油バーナー

12．冷風管　　　　　19．熟風炉の煙突
13．　熱風炉　　　　　　　　20，　捲重易塔

2L．原料装入バケ．’

　卜

22．ホイスト

23、既設建家
24．　第1／1ケツ　トエ

　レベーター
25．　原料破研」機

第1図熔鉱炉設備の全体図

ー
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1　原料置場　2．リフトカー　3．捲掘塔　4．原料砿砕室　5．送風機室　6、熱風炉

T熱嵐密　 8．プリーcr－－9・既設建屋

　　　　　　　　写真1　熔鉱炉設備の金景
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．、4腸勲深さβ腸溜殖径c：鞭の高さ
D；炉腹の直径　H：炉の高さ　ITA＋c

　T：炉口の直径

　湯溜り深さは大型炉の寸法比の2倍またはそれ以上の

550mmとした．湯溜1｝潔ざ［．よ吹精を安全におこなうた

めに深い方がよいが，このような小型炉では吹精によっ

て炉底のみならず，その内壁への危険も考えて，吹精羽

口の中心線の延長が炉底のほぼ中央にくるようにせねば

ならず，また煉瓦積みや吹精作業上からも，吹精羽口の

取付角を60e以上にとることは望ましくはない．550
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mmという寸法はこれらの点を考慮して最大

にとったので．あ），またこの部分からの熱損

失は高周波誘導加熱によっておぎなわれるの

である．この湯溜りには約35Dkgの熔銑を

十分に保持することができて，1日3回の出

鉄が容易である．出銑間隔を長くできるので’

いままで死んでいた湯溜ウ部を精錬の場と

t．，たとえば吹精羽口から”挿し物”をして

適宜，この羽口から銑鉄および鉱洋の資料を

くみあげ，自由に希望成分の熔銑を得ること

ができるのである．

　内容積はス1一ッ．クライン以下でO．53m3で

ある，

　熔鉱炉の断面を第3図に示してある・湯溜

り部は人造黒鉛電極材をくウぬいた一体のもので、湯溜

り側壁の厚さは55mmであり，炉底からこの電極材の

下端までは550mmである．

炉の内壁は厚さ230mmの並型シャモ，vト煉瓦で築造

され，さらにシャフト下部から炉床吏でば厚さ50mm

のイソライト煉瓦を積み保温している．この電極材の下

部外壁にはさらに高周波コイルを巻き，内部にあるカー

ボyを加熱し，熔銑に熱を供給できるようにしている．

シャモット煉瓦は全部SK　34を使用し，炉腹から下は

摺り目地とし，上部は2mm目地とW二・鉄皮は炉底の

上部に200mmの位置より・7ヤフT一下部までLした，こ

れは縦方向に2っ割りにして電気絶縁L．，高周波誘導加

熱を防いでいる．さらに鉄皮から炉口までは鉄帯により

しめつけ國ている，

　（ii〕原料破砕節分設備　　L回の操業期間を1カ月と

し，年3回操業する計画から，原料準備ば熔鉱炉操業と

きりはなしておこな5ことにした．原料置場は破砕前〔第

．2
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1．シ’．モLl一煉瓦　　7．吹精用羽口

2．イソライト煉瓦　　8．普通羽口

3．人造黒鉛電極く　　9・出銑孔
tt抜増堀　　　　　　10．出津孔

4．高周波コイル　　　IL環状管
5．　湯溜部グ｝誤ll温管　　　 12・　炉頂金物

6、鉄安　　　　　　13．爆発孔

第3図　熔鉱炉の断面

L4，険尺計

15．ベル

16．ア．フ！．一ク

17，装入来

18．溶銑

19．溶澤
20．吹精用パイプ

　　　　　　アツフフ1一ク
4．装入床　5．環状管／／6．et，Q　．・・

7・炉体バンド　　8，高周波誘濤電気炉切換盤

　　　写真2　熔鉱炉全景

からリフトカー　（0．5m3，1トン、で運搬される原料は，

第1バrット．「＝Vベーy一によ1）反擾式粉砕機に投入さ

れる．そこで破砕された原料は再び第2バケットェレベ

ーターで2段振動節に投入され，上，中，下に節分けら

れる，締分けられた原料はそれぞれの台車に受け，リフ

トカーで輸送されて，所定の大きさのものだけを第2原

1）と後儲2｝

にわかれ，それ

ぞれ約150坪の

コソクリート打

．ちで，原料は野

積みとした．面

積は1カ月の操

業に必要な全原

料の160　トン

〔コークス80ト

y，鉄鉱石50

1・ン，石灰石30

1・ン1を貯蔵で

ヤ，かつ銘柄別

：．re，iるよ・｝な

一卜分な広さこし

た．

　第1原料置場
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料置場におく．・［の設備は5tor］，’hr，い一クスノ．1能力

があり，歩留50！6にみても，1ヵ月分の全原料を2週

間で楽に準備でぎる．

　’Ulツトエレ‘・一ターは両方と1．，5［Pで，捲揚速度は

30m，iminである．反磯式粉砕機は10　L？で，プー・1．一

を取りかえることによワて鉄鉱行は70〔｝rp叫　コーク．＝

は400rpmとし，さらに回転速度を30％調整でき’る抵

抗矯を設置して，銘柄の異なる原料に短して，も．tとむ

適含した回転数をきめられるようにした．これによ．、．t

各原料の歩留りをよくLて粉になる量を少なくできる．

なお，粉砕機の原料塊最大寸法は100mmである・

　2段振動締は鉄鉱石および石灰石用とコー7ス用との

2基である．装入原料のサ／ズは，ある程度小さい．－t

が必要であるカ，歩留りを考慮「．て鉱石，石灰石を5－－

15mm，コークスを10－25mm．二した．

　〔iii）原耕捲揚装入設備　蜷揚装置は直立水」ド式であ

’：1，’くケット式装入装置を設置した．装入原料は1．フ1

カーで捲揚塔附近に運搬し、，計量後，鉱石，石灰ES⊂ば

びコークスを一度にバケットに投入し，ボイス1．．ユワ

捲揚げ，横行Lて炉頂に達し，下降して炉内に装入する．

空バケットは逆の動作をして捲揚塔下部にいたり，1回

の装入を完了する，二の操作ばすべて捲揚塔下部附近に

ちる運転室1ニナゴL・『：，　インン．1．．－t：一し二よウ押1「開閉器

で遠隔操作する．捲揚げの．ヒ限と横行の両極限には制限

開閉器を取付レヤこある・

　バtrヅトの答量は，1時間の装人回数を4回と1て，

1回の装入重は約55kgい一クス，鉄鉱石．石灰石t

きなD，0，lm／tとした，小型炉の装入回数は，実際には、

二れよりも増加すると考えられるので，この容量’（†分

であると、A二んだ．

　ホィストは1r2トソ，電動1－t：IJ　一付きで，捲揚げぱ

速度rOmSmin，電動機2H】，横行Cよ，速度25rnimin．

電動機1H）である、1回の装入を完了するに要する時

闇は約4分である・

　秤量器はダt　－1’J：　rtとして秤量の手数をはぶき，最大

目盛1ま　100kg　－（’k，る・

　装入装竃は塘3囲．－示L．「ある・．既設建家内に設置L

た関係で，ガ．ス洩れを防ぐために二重鐘式とした．一く　t／］

の開閉は，上部はバケットの座の自重によ・．”て　ti二なわ

れるが，下部は運転室よDウt一ムギャーを介して手動

とL，ダストと高熱のたソ・に生する危1を考えて、電動

式は採用しなかり九・

　ベルの直径は上，　下とも400mmで割合に大きい

が，二れはへtLとヵウンダーウ．L一トのバラγ．飛のため

である．べ1しの直径と炉口の直径の比およびベノしの高さ

は，大型炉では炉内における装入物の分布に関係Lてtt

るので重要であるが，この炉では炉口の直径が小さいの

で特別に考慮Lていない，・・Ilフ）高ざは、でぎるだけ低

3
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くなるようトニアップテークを取りつげて幽り・またべノL

のリフトは両者と4，150mmとした・爆発孔は上，下に

おのおの2ヵ所取りつけてある．

　検尺計は1回の装入物の高ざが約300mmとなるから

72」，の傾斜で400mmあれば十分であるが，1000mrnま

で読みうるよ5にしt二・この操作も下部ベノしと同様の方

法で運転室にておこなう．装入装置は装入床にざさえら

．b，本体の煉瓦積との間はサソドシールLて炉本体にか

かる荷重をさけてある．

炉頂ガスは2本のア，プテーク〔250mmφ〕によi，ブ

リーm‘一に導かれTその出口で点火して燃焼させるよ）

Vした．：二れはガスによる危険をさける意味であるが，

二のように熔鉱炉に装入する燃料の半分位な亀t．tている

ガ’スを放出してしまうのは不経済であり，製鉄工場で一

般にお二なt．tているように清浄して，熱風炉の加熱に役

立てる．．くきである・しかし，このたびは予算上の制限が

も．．て，二の設備を設けることができなかった．なお，

将来二の設備を建設するにあたって，既設の設備との取

合いを都合よくやるために，ダウソカyマー〔350mmφ）

．：：乾式除塵器に予定する封水槽まで設置しておいナニ．な

おア．・　＝”テークは既設建屋の関係で傾斜させ，その角度

け45． ﾈ上にと．ノで〆ストの滞留を防ぐようにしてい

る．

　．，iVl送風設備　送風機より冷風管を通一ブ．：，熱風炉

に送吋1．た空気は，そこで600°Cまで加熱され，熱風

管を経て環状管に至り，各羽口に分配されて熔鉱炉内に

供給される．

　送風機1柔．Jl　一ツ式とL，吐出風量は14．2m3／minとし

’．て，使用風．量・り2倍L’Lヒに大きくとり，吐出圧はO．2

kg／cm」である．　操業ロ必要な風量L’J外は冷風管の途中

から放風されるが，これは熔鉱炉への送風のコソトロー

’レのみでなく，他の設備や将来の設備にも役立たせるた

めである，ルーツの回転数は550rpmで島る．

　冷風管は4”がス管とL．，熱風管および環状管は5’「

ガス管とした，熱風管は二重管とし，外管は直径400mm

であり，5”ガス管との間は鉱澤綿を充填して保温した．

黙風炉出口には水冷した熱風弁を取り一）げ，横送熱風管

の中聞には伸縮接手1ケを取りつげておる．環状管は熱

風管と同様の構造であって，その環状直径は3400mm

である・環状管より3”ガス管により羽口に連絡し，そ

の中間におのおのガス調節弁を取りつけた．この3ntガ

．－狽モ≠gは石綿を巻き保温している．普通羽口は4本とし，

15°傾斜させている．羽口は1”ガス管とし，外玄をこ

れに烙接し，水冷している．

　CV）　黙風炉　鉄管式とした・炉の内壁は耐火煉瓦で

そのほかに赤煉瓦とイソライト煉瓦で築造L，保熱を十

分におこなワている・

　空気加熱器は点検に便利なように，煉瓦積後に挿入し，

4

生　産　研　究

そ1・消重…：ってガスのンー効て褐ようにした・そ

の仕様は次のごとくである・

　材質：18－8ステソレス鋼　　伝熱面積：13・5m2

　加熱空気量：：600Nmsihr熱貫流率：18．2kcal／m2h〔．C

　熱風温度；600DC

　二の加熱器は上，下に風函を有L，そ．ノ）間，1000mm

をステンレス鋼製管〔内径28mm，外3t，34mm）lllO

連絡L，送風の出入管数はおのおの55本である・管は

千鳥配列とL．，アルゴン熔接してある，

　熔鉱炉Vl’　7・の清浄をおこなわないので重油加熱とし

た．ま一lt　1！Pのギャーポγプにょり重油を貯．階に供給

　う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

し，パー－1．－kではその落差によh輸送される，ハーナ

ーはローqLト式としで，重油はその一次空気で霧状と

なゆ，燃焼室の下部から自然通風にょって供給ざれる＝

次空気と会．．て完全燃焼する．燃焼が依は空気加熱器に

熱を伝達「・600℃で放出される．　重油貯．膳の容量は

1．51・ンであり，出口に2kWの電気ヒーダーをおいて

重油u）亨胴温度を60’から90’の間・剃御で謁よう

にしている．

　（vi）　吹精設備　この設備は吹精用羽臥熔銑温度の

測温管吹精用ガス送風装置，粉鰍込み装置を主体と

1，高周波コイル　2．吹M羽口
3，湯溜り温度の測温管　4．普通羽口

5．鉄皮　6．羽口結水主管　7．羽口排水主管

　　与県3　熔鉱炉の’LF部設傭

する．

　吹精用羽口1よ，

普通羽口の中間：．二

1本とりつのtてい

る．　この羽口は炉

底のほぼ中央にむ

か．tて　60：　傾斜

「　．　　 rC　　 津i　　 i）　　，　　　　

羽　口　　

の

先端は普通羽口の

レ．ベルよウ40mm

下になりている．

普通羽口と同じ構

造であるが，21／2，t

ガス管を使用し

一tt，全体が大きく

なワている．これ

は吹精用の不熔パ

イプを使用するた

めであるか，羽口のジャケ．yト部が熔解帯に．むきだしに

なり、この部分を冷却するから操業の不利はまぬがれな

い．この［fl分の熱損失を最小にするため，不熔バイプを

細くすることは，吹精による炉底荒れを防止する目的と

からんで今後の重要な研究課題の一つである．二の羽口

からは普通ば送風せず，吹精中C5－6分位｝のみ送風し

て，炉内のガス，コークス，鉱浮の吹ぎ出しを防ぐ役目

均rさ．仕る．送風、は環状「egヵ、ら3”ガヌ．管を分岐してとり

吹精時1・，外は3”のコックに．より送風を遮断Lておく・



第7巻　第9号
　吹精パイプは，耐火材（例えばc－SiC）で造ったも

のや鋼管または銅管を熔接し，水冷しているものと3／8”

のガス管を準備している．前者は，パイプの先端位置を

一定にして吹精による炉底荒れを防ぐために造ったもの

である．

　この熔鉱炉の操業は湯溜り熔鉄の温度をたえず監視し

ておこなうために，カーボソ製の閉端測温管を湯溜り部

にさしこんである．カーボソは熱伝導が良いから，管内

面を光高温計または転射高温計で測定すれば，その値は

炉内の熔釧温度をあらわす．この測温管は内径80mm，

外径100mmであって，先端位置は湯溜り内壁から水平

距離で150mm突出して炉底に達し，45°傾斜してい

る．

　吹精用ガスの送風装置は，コソプレッサーからくる圧

縮空気と酸素ボソベから減圧弁を通ッてくる酸素とを，

40～50％の酸素富化ガスとして，吹精パイプを湯溜りに

挿入して送風するものである．酸素富化ガスの常用流章

は1m3／minである．また噴流式吹精パイプを採用する

ために高圧（15kg／cm2）の送風装置がある・

　粉体吹込み装置は，普通羽口から粉体を吹込み，鉱澤

の塩基度を調節するための10kg／minのものと，吹精羽

口より，湯溜り部にパイプを挿入して，直接，熔銑に脱

硫剤または希望成分の粉体を添加できる能力o．5kg／min

のものを各1基設置している．このほか，吹精羽口を利

用して炉内試料を採取する装置があるが，これによって，

湯溜りの熔銑や熔澤の成分をいつでも知ることができる

のである．また，熔鉄を恒温度で吹精するために必要な

水の吹込み装置を設置してある．

　（vii）　高周波誘導加熱設備　前述のように，この熔

鉱炉は高周波加熱することによってはじめて操業可能と

なるのである．直径1250mm，巻数8のコイルを巻いて

直径610mmの炉底カーボソを加熱する場合に最低40

kWはかかりうると計算されたので，熔鉄を保温する目

的に十分かなうはずである．この方式はいままで小型炉

で普通おこなわれてきた炉の外壁を保温する方法より，

加熱の主体が，煉瓦積の内部にあるという点で有利であ

る．コイルの位置は湯溜り外壁にまいて，熔銑を直接加

熱できればよいが，この部分には，出銑孔や出澤孔があ

り，この作業の際に，コイルを上げるか，下げるかせね

ばならず，作業が煩維ヒなるので，炉底から下へ200

mmから500mmの聞にまいてある．なお，コ・fルは絶

縁塗料で被覆してある．

　湯溜りの内部は，還元性の雰囲気であり，カーボyは

シャモヅト煉瓦よりはるかに耐蝕性が強く，熱伝導は良

好である．誘導加熱によってカーボソに供給された熱量

は，熱伝導によってさらに熔銑へ伝達される．もちろん

熔銑自体も直接高周波加熱されるが，それはごくわずか

であろう．
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　この設備は167kVAの高周波発電機280正Pの誘導

電動機，0．8kWの直流励磁機，コソデソサ・・一からな

り，既設の150kgの電気炉と切換えて使用できるもの

である．

　（▽iii）計器　試験熔鉱炉であるために，計器には特

に重点をおいた．普通の熔鉱炉操業に必要な計器のほか

に，吹精試験に必要な計器を設置した．ごれ等を一括し

て次に示す。

　　　　　　　　　計器一覧表
　　　測　　定　　種

轡騰雛
譲噸藻灘髪
欝｛叢灘灘温度

環状管入口送風温度
高周波コイル冷却水温度
冷　風　流　量
羽　口　流　貴
高周波コイル冷却水量
冷　風　圧　力
熱　風　圧　力
炉　頂　圧　力

湯溜部温度
圧縮空気流量
囎用藤郷ぴ窒素戦翻
熔銑温度保定用水流量
吹精パイプ冷却用水流量
吹精パイプ冷却用水空気流量
圧縮空気圧力
吹精用酸素および窒素圧力
吹糟用混含ガス圧力
高周波発電設備関係

類’数量1計壷一名称
熱電式高温記録計

　　z
　　Ix電子管式高温記録計
熱電式高温記録計

　　　1；

　　　　
ブルドン管式温度計
流量言己録積算計
絞り流量計
ローターメータ　一一

マノメーター

　　　；

電子管式高温記録計
流量記録積算計
ローターメーター
ノズル流量計
ローターメーター

　　　；；

ブルドン管式圧力計

　　　Il

　3．　あ　と　が　き

　この試験熔鉱炉の設備は6カ月足らずの短期間に建設
を完了したが，粉鉱処理設備や熔鉱炉ガスの清浄設備，

また設備全体にわたる自動化の問題等の将来計画すべき

設備が多数残されており，蜂鉱炉設備としては最低限の

ものである．また現在の設億にしてもいろいろな失敗が

あるかもしれないが，要ば現在の設備を十分に使いこな

し，研究目標である湯溜り吹精法の完全工業化の態勢へ

1日も早くもってゆくことである．操業は具体的には当

面の課題である脱クロムの研究に集中するが，一方現
在大型炉では思いきった十分な研究は困難であるし，こ

の試験熔鉱炉がそれらの研究に役立つものと信ずる次第

である．　（金森研究室研究員　和泉沢　信）

　附記去る3月28日より2週間にわたって第1回の
操業をおこない，その結果，次の設備の改造および補修

をすることになった．

　a）熔鉱炉は改築をおこない7炉底カーボンの側壁に
あるシャモヅト煉瓦は高アルミナ煉瓦とし，その外壁に

アルミ製のジャケットを設置する．このジャケットと鉄

皮の間は，18－8ステンレス鋼製のバンドを巻く．これ
らは電戴絶縁し，煉瓦の膨脹をおさえる役目をする．ま

た炉底力eボンの側面は，極端な加熱を防ぐ意味で温度

を測定できるようにする．

　b）熱風炉は大改造をおこない，その加熱器は高温部

と低温部とに分け，高温部が焼損しても低温部だけで，

送風できるようにする．なお，低温部のみでは，600QC

の熱風は得られないから，この対策として，環状管入口

に電気加熱器をおく．熱風管は，熱損失の大きい熱風弁

と突合せフランジ部を保温する．

　以上の改造のほか，補修工事を7月中で終り，8月1
日より第2回の操業を1ヵ月間おこない本格的な吹精試
験にはいる予定である．（1955，6，29）
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